剣桜

平成二十七年度六月
会長挨拶
新緑の候、先輩各位には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
剣桜会は、皆様のご協力を頂き順調に運営されていることに深く感謝いたします。

さて、去る二月七日に開催しました総会・新年会にご多用の折にも拘らず、越川憲明先生、小嶋勝衛先生のご出席をお願いし、且つ各方面から多数の先輩方の参加を得て盛大に執り行われ、和やかな歓談の中に無事終了したことに改めて御礼申し上げます。

すでにご承知のことと思いますが昨年、石原昌弘先輩が沖縄県剣道連盟、田川順照先輩が米国剣道連盟の会長に就任されました。両先輩の益々のご活躍を記念いたします。

尚、野澤龍之先輩から、この度茨城県では会員相互の結束を一層強固にするため、日大剣道部茨城剣桜会を発足した旨を承りました。ご発会を心から祝福いたします。

恒例の学連剣友剣道大会には母校の栄誉を担い奮って出場され、各部門で上位入賞を果たしていることに、深く敬意を表します。

現役剣道部の更なる健闘を期待いたします。

結びに皆様のご健康とご多幸を祈念し挨拶といたします。

日本大学剣桜会会長　　　　塚本邦英

新会員紹介

三月にアルカディア市ヶ谷において送別会が行われ、二十六年度卒業生十一名が新会員として剣桜会の会員となりました。若い力に大いに期待いたします。
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全米会長に田川先輩
日本大学剣桜会におきまして、大変名誉であるうれしいお知らせが参りました。会長のご挨拶にもございましたが、昭和四十八年度に卒業されました田川順照先輩が米国剣道連盟の会長に就任いたしました。世界の剣道会において注目されているアメリカの剣道と日本を結び、共に昇華してゆく架け橋となられることと思います。
沖縄県剣道連盟会長に石原先輩
さらに日本国内でも、昭和四十三年度に卒業されました石原昌弘先輩が沖縄県剣道連盟の会長に就任されました。機会あるたびに剣桜会や事務局に温かいご支援をいただいてまいりました石原先輩の益々のご活躍をご祈念いたします。
剣道範士合格！
剣桜会副会長の久保木文夫先輩(四十二年度卒)、剣道部師範の塚本博之先輩(五十一年度卒)が、剣道範士に合格されました。剣道界最高峰の称号が一度に複数報告されることは日本大学、ならびに剣桜会の多大なる名誉であります。関係者並びに事務局を代表して心よりお慶び申し上げます。
全日本選手権出場
川井良介先輩(平成二十五年度卒)

第六十二回全本剣道選手権大会におきまして、茨城県代表として川井良介先輩(茗渓高校出身)が出場いたしました。日本大学を卒業後筑波大学の大学院に進学した川井先輩ですが、一回戦は延長の末に大阪代表の友井選手をくだしました。二回戦目は優勝者の福岡代表、竹ノ内選手に２‐１で敗れました。現在は筑波大学でともに稽古をする環境のなか、全試合相手に有効打突を与えなかった竹ノ内選手に唯一胴を決めた、大変惜しい一戦でありました。
実業団優勝！下川先輩・黒石先輩
九月一五日に日本武道館にて行われました、全日本実業団剣道大会におきまして、先鋒に黒石先輩(平成二十四年度)、大将に下川先輩(平成十八年度卒)の２名を擁する東洋水産(本社)が、決勝戦で九電工を逆転でくだし、２年ぶり４回目の日本一を勝ち取りました。先の六月四日に行われた関東実業団では三井住友海上に惜敗していただけに、ひとしおの勝利だったのではないかと思われます。特に下川先輩には怪我の苦しみもあったとのことで肉体と精神のあり方に向き合う貴重な年でもあったはずです。
事務局の一員として先日お会いする機会もありましたので、後輩や全国で活躍する先輩方に稽古の姿勢や励ましとなるメッセージをいただきたいと不躾ながらお願いをいたしましたところ、略歴も含めご丁寧に貴重な原稿をお寄せいただきました。感謝の意を持って、全文そのまま掲載させていただきます。
下川　慶次郎（シモカワ　ケイジロウ） 
出身：　長崎県　（長崎南高等学校卒業） 
二〇〇七年　日本大学法学部　卒業 
二〇〇七年　東洋水産株式会社　入社 
■大学時代の戦歴 
 関東新人戦大会　優勝（大将　二年次） 
 全日本学生剣道優勝大会　優勝（大将　四年次） 
■社会人戦歴 
 Ｈ二六年　全日本実業団大会　優勝 
 Ｈ二三年　同大会　優勝 
■学生のみなさんへのコメント 
二〇〇四年の春、私は九州の長崎から、右も左も解らない東京（八幡山学生寮）に入寮し、毎日、新鮮さと同時に、不安と慣れない寮生活で戸惑いを感じていました。 
 全国各地から選抜された部員で構成される日大剣道部の練習は、非常に厳しく、必死に着いていくのが精一杯の毎日でした。 
そんな中、初めての春合宿が始まり、福島の飯坂温泉で人生で経験したこと無い程の厳しい合宿が始まりました。 
何とか合宿を乗り越えたものの、自分はこのまま大学生活を無事に乗り越えることができるのだろうか・・・。という不安は更に強くなる一方でした。 
そして向かえた夏合宿。私は遂に、福島出発の前日の夜中に、寮を逃げ出しまし た。 
 朝目覚めると、同僚からの着信の嵐。それでも私は無視し続け、剣道部を辞めるつもりでいました。 
その後、様々な人からの説得、叱咤激励を頂き、結局合宿所に三日目から途中参加しました。 
 戻ったからには、もう一度剣道と真剣に向き合おうと思い、仲間と共に頑張り、結果的には関東新人戦、全日本団体で優勝という目標を達成することが出来ました。 
 現在も尚、私の信条になっていることが、「逃げないこと」です。 
これは経験上言えることで、向かってきた困難に対し、失敗しても挫折しても良い のでとにかく逃げずにチャレンジすることです。 
 結果は二の次で、まずは向き合うこと。そしてやってみる。それが１００％じゃなくても、８０％でも５０％でも良いと思います。ただし逃げない。 
 逃げることは簡単ですが、失うものも多いと思います。逃げると０％ではなく、場合によっては、マイナス５０％ぐらいになるかもしれません。 
 稽古でも日常生活も、逃げずにやっていれば、必ず自力が付いてきて、その成果が自分を助けてくれる時が来ると私は信じています。
 私は日大剣道部を本当に辞めずに良かったと心から思っていますし、当時の先輩、同期、後輩とは今でも親しくさせて頂いており、一生の仲間だと思っています。 
 学生生活は人生の宝だと思いますので、精一杯謳歌し、様々な経験をして色んな事にチャレンジしてもらいたいと思います。 
 取り留めの無い文章で大変恐縮です。一度寮を逃げだしましたが、一先輩とし て、一言申し上げさせて頂きました。　　　　以上 
　※後輩を思う暖かいメッセージをいただき、本当にありがとうございました。今後も益々のご活躍を期待するとともに、ご自愛いただきたいと願っております。
また、剣道専門誌ではＮＴＴの下村先輩が特集を組まれるなど、紙面の都合でご紹介できなくとも活躍されている先輩は全国にまだまだたくさんおられます。平成二十七年度も多くのお知らせが事務局へ参りますことを期待しております。

学連大会
　昨年十二月十四日に東京武道館にて行われました第二十五回学連剣友剣道大会におかれまして、先輩方が各部門大いに活躍されましたことご報告させていただきます。
竜王杯(Ⅰ部)ベスト八
四回戦以降、武蔵大学を４-０、立教大学を３-１でくだし、六回戦目を国士舘大学に敗れはしたものの２-２の本数差まで迫る惜しい戦いでした。(ベスト８)
鳳凰杯(Ⅱ部) ・天行杯(Ⅲ部)
両部門三位入賞
鳳凰杯・天行杯ともに六回戦目、準決勝にて国士舘大学との対戦。残念ながらいずれも惜敗いたしましたが、三位入賞でした。出場選手は、鳳凰杯・柿原直人先輩、齊藤克朗先輩、久保田雄二先輩、紺野正敏先輩、向田信行先輩。天行杯・加藤隆幸先輩、杉本博司先輩、野澤龍之先輩、総監督は塚本邦英会長。
指導体制の充実進められる
二月の総会の席上にて、今後コーチ陣の体制強化を進めていく旨ご報告がありました。全日本学生個人覇者の岩見務先輩(平成九年度卒)、警視庁の松脇伸介先輩(平成十二年度卒)、現在文理学部に勤務している吉田雄太先輩(二十三年度卒)にコーチとして指導強化の助力をいただく予定です。合わせて卒業生の先輩方の積極的なご参加も引き続きお願いいたします。
学生の活躍
第六十三回関東学生ベスト八(敢闘賞)
東邦大学、学習院大学、駿河台大学をくだし、日本体育大学との対戦は敗退を喫したものの日大らしい試合でした。
第四十七回関東女子学生個人ベスト八
大変おめでたい速報が届きました。先日行われました関東女子学生剣道選手権大会にて、１年生の寺岡留那選手(日大高)が準々決勝へ進出し、敢闘賞そして全日本女子学生出場権を獲得いたしました。１年生とは思えない落ち着きと気迫のある剣道でした。下記新ホームページに詳細を掲載しています。
　
事務局より連絡
ホームページ移行
総会でご承認いただきましたホームページの移行につきまして、経緯も含め紙面でご報告させていただきます。
現在大規模な大会のほとんどが、インターネット上で申し込み手続きしており、剣桜会の主催で行われている「全国桜門旗争奪剣道大会」も同様の方針で運営することとなりました。大学ホームページとの関連も強く、一本化する目的で新しいホームページを作成いたしましたので、今後は左記アドレスをご利用いただきたく先輩方にはお願い申し上げます。旧ホームページは移行後閉鎖予定でおりますが、当面混在いたしますのでお間違えないようお願いいたします。
http://nihon-unv.kendoclub.jp

学生の活躍や、この紙面でご報告した内容のいくつかは新ホームページにアップしております。移行の過渡期でもあり一部反映に時間がかかることもありますが、ご容赦ください。
年会費の振込みをお願いいたします。自動引き落としの先輩は６月末に引き落としされますので、ご確認ください。その他の先輩方は同封の振込み用紙か、左記の講座に五千円の納入をお願いいたします。
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